
季節の絵本！季節の絵本！
今月のテーマ

　  「節分」

２月３日節分の日。夜には「ふくは
ーうち。おにはーそと」どこの家から
も大きな声が聞こえてきます。この日
は、柊の枝にいわしの頭を刺したもの
を戸口に置いたり、いり豆をまいて邪
気を追い払うなどの風習があります。
みんなが追い出す「鬼」ですが、こ

の絵本のように優しい鬼もいます。そ
んな鬼が集まる「鬼が辻」に行ってみ
ませんか？

総社小学校では１年生から６年生まで
の縦割り班で掃除を行った後、めあてを
守れたかを確認しています。毎回、めあ
てを確認することで掃除を行うときに気
をつけるポイントを理解することにつな
がっています。

あなたは自分の心をコントロー
ルしていますか。人は成長ととも
にたくさんの人とかかわって自分
の世界を広げていく。いろいろな
ことを自分で考えてできるように
なる。でも、自分のやりたいこと
に夢中になって、周りのことが見
えなくなるときもある。
あなたは、よい姿勢をたもつよ
う気をつけていますか。あなたの
「心の姿勢」はどうですか。「心の
姿勢」はまっすぐですか。
物事がうまくいかないとなやん
でいるとき、自分さえよければいいという気も
ちになってしまったとき、そんな自分にいやに
なっているとき、「心の姿勢」はうつむきかげ
んになり、後ろ向きになりがち。そうなると周
りが見えなくなる。
ときには、自分の言葉や行動をふりかえって
みる。自分の「心の姿勢」をふりかえってみる。
ふりかえることは自分で自分を成長させるこ
と。あなたの明日をつくるのはあなた自身。
問い合わせ 学校教育課（1９２－８３５８）
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輝
い
て
い
る
人

感
謝
の
気
持
ち
を

忘
れ
な
い
人
を
育
て
た
い

このコーナーでは、輝いている人を募集しています。あなたの周りにキラッと輝いている人がいたら、
ぜひとも広報そうじゃ編集室（企画課）までご一報ください。自薦・他薦は問いません。

※今回は、総社小学校のテーマを紹介します。２月は市全体
の共通テーマは設定されず、学校ごとに設定されています。

数
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の
合
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コ
ン
ク
ー
ル
で

優
秀
な
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を
収
め
て
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る
合
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こ
ぶ
。
そ
の
創
設
者
で
あ

り
指
揮
者
を
務
め
る
の
が
大
山

敬
子
さ
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だ
。

結
成
２０
周
年
を
迎
え
た
合
唱

団
こ
ぶ
。
全
国
大
会
に
は
４
年

連
続
で
出
場
し
、
３
度
銀
賞
を

獲
得
。
病
院
や
施
設
を
訪
問
し

て
の
演
奏
会
な
ど
も
含
め
、
年

間
１５
回
以
上
の
ス
テ
ー
ジ
を
踏

む
。「
コ
ン
ク
ー
ル
で
も
演
奏

会
で
も
、
聴
い
て
も
ら
っ
た
人

に
感
動
し
て
も
ら
え
る
音
楽
が

し
た
い
」
と
、
目
標
を
語
る
。

「
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
な

い
人
を
育
て
た
い
」。
現
在
の

総
社
中
学
校
の
教
頭
に
な
る
ま

で
の
約
３０
年
間
、
中
学
校
の
音

楽
教
師
と
し
て
教
壇
に
立
っ
て

い
た
大
山
さ
ん
。
教
育
者
と
し

て
の
顔
も
見
せ
る
。「
合
唱
団

こ
ぶ
は
総
社
と
多
く
の
人
に
支

え
ら
れ
、
育
ま
れ
て
き
た
。
言

葉
で
は
語
れ
な
い
ほ
ど
感
謝
し

て
い
る
」
と
、
自
身
も
感
謝
の

気
持
ち
を
表
す
。

同
団
は
毎
週
土
曜
日
、
勤
労

青
少
年
ホ
ー
ム
で
楽
し
く
練
習

し
て
い
る
。
１４
歳
か
ら
５５
歳
ま

で
の
６０
人
が
在
籍
。
平
均
年
齢

２０
歳
の
若
い
団
で
あ
る
。「
楽

譜
が
読
め
な
く
て
も
大
丈
夫
。

歌
い
た
い
と
思
っ
た
ら
歓
迎
し

ま
す
」
と
、
団
員
を
募
集
中
だ
。

３
月
１０
日
に
は
市
民
会
館
で

第
７
回
目
の
定
期
コ
ン
サ
ー
ト

「
こ
ぶ
こ
ん
　
」
を
開
催
す
る
。

今
年
の
テ
ー
マ
は
「
糸
」。「
訪

れ
た
人
に
、
来
て
良
か
っ
た
と

思
っ
て
も
ら
え
る
ス
テ
ー
ジ

に
」
と
、
笑
い
あ
り
、
感
動
あ

り
の
コ
ン
サ
ー
ト
に
な
る
と
約

束
し
て
く
れ
た
。

「
総
社
に
根
ざ
し
た
指
導
者

が
育
っ
て
ほ
し
い
」
と
、
後
進

の
育
成
に
も
力
を
入
れ
る
。

「
歌
の
種
を
ま
く
人
が
増
え
、

日
常
的
に
音
楽
が
あ
る
ま
ち
に

な
れ
ば
」
と
も
。
音
楽
の
ま
ち

総
社
の
一
翼
を
担
う
合
唱
は
今

後
も
広
が
り
続
け
る
だ
ろ
う
。

大
山
　
敬
子
さ
ん
（
新
本
）
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